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54.3 33.9 4.5

3.5 0.4

3.2

必要がある どちらかといえば必要がある

どちらかといえば必要ない

必要ない

その他

無回答

全体(n=902)

(%)
0 20 40 60 80 100

56.2

51.8

34.7

32.9

3.6

6.0

2.8

4.7

0.6

0.3

2.2

4.4

必要がある どちらかといえば必要がある

どちらかといえば必要ない

必要ない

その他

無回答
女性

(n=507)

男性
(n=386)

(%)
0 20 40 60 80 100

42.9

55.6

60.1

59.8

57.8

52.8

44.4

42.9

39.5

30.1

33.3

30.4

36.1

34.7

7.1

2.5

4.2

3.0

6.9

2.8

6.9

0.0

2.5

3.5

2.1

2.9

5.6

5.1

0.0

0.0

0.7

0.9

0.0

0.9

0.0

7.1

0.0

1.4

0.9

2.0

1.9

8.8

必要がある どちらかといえば必要がある

どちらかといえば必要ない

必要ない

その他

無回答

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

(%)
0 20 40 60 80 100

７. 男女共同参画の取組について 

問３４ 防災・災害復興対策における性別に配慮した対応 

問３４ 防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要だと思いますか。 

 

・防災・災害復興対策における性別に配慮した対応については、「必要がある」が５４.３%と最も高く、次いで「ど

ちらかといえば必要がある」３３.９%、「どちらかといえば必要ない」が４.５%となっています。 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「必要がある」と「どちらかといえば必要がある」を合わせた『必要がある』の割

合が６.２ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、２０～６０歳代で「必要がある」の割合が５０%を超えている一方で、１８・１９歳と７０歳以上で

は４５%を下回っており、他の年代より低くなっています。 
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35.1

50.7

75.9

46.9

40.6

7.3

0.6

6.7

37.0

43.8

73.6

45.9

33.4

8.3

0.3

7.3

0 20 40 60 80

女性

(n=507)

男性

(n=386)

防災や災害復興に関する会議に男女がともに参画し、
計画に男女両方の視点が入ること

避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難所運営や
被災者対応に男女両方の視点が入ること

避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、
洗濯干し場など）

災害時の救急医療体制（乳幼児、高齢者、障がい者、
妊産婦へのサポート体制）

公共施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する際の配慮
（生理用品など）

被災者に対する相談体制

その他

無回答

(MA%)

35.8

47.6

75.1

46.5

37.7

7.8

0.4

7.0

0 20 40 60 80

防災や災害復興に関する会議に男女がともに参画し、
計画に男女両方の視点が入ること

避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難所運営や
被災者対応に男女両方の視点が入ること

避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、
洗濯干し場など）

災害時の救急医療体制（乳幼児、高齢者、障がい者、
妊産婦へのサポート体制）

公共施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する際の配慮
（生理用品など）

被災者に対する相談体制

その他

無回答

(MA%)

全体(n=902)

問３５ 防災・災害復興対策において必要と思われる性別に配慮した対応 

問３５ 防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要なことはどのようなことだと思いますか。

（特に必要だと思うものを３つまで〇） 

 

・防災・災害復興対策において必要と思われる性別に配慮した対応については、「避難所の設備（男女別のトイ

レ、更衣室、洗濯干し場など）が７５.１%と最も高く、次いで「避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避

難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること」が４７.６%、「災害時の救急医療体制（乳幼児、高齢者、

障がい者、妊産婦へのサポート体制）が４６.５%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難所運営や被災者対応に

男女両方の視点が入ること」の割合が６.９ポイント、「公共施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する際の

配慮（生理用品など）」の割合が７.２ポイント高くなっています。 
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42.9

37.0

33.6

35.5

37.3

40.7

32.9

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上

(n=216)

21.4

45.7

45.5

50.9

52.9

46.3

45.8

0 20 40 60 80 100

71.4

74.1

77.6

83.8

75.5

75.0

64.4

0 20 40 60 80 100

35.7

45.7

50.3

39.7

36.3

57.4

52.3

0 20 40 60 80 100
(MA%)

57.1

54.3

46.2

45.3

42.2

25.0

20.8

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上

(n=216)

7.1

3.7

4.9

6.0

4.9

11.1

13.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.7

0.9

0.0

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

防災や災害復興に

関する会議に男女

がともに参画し、

計画に男女両方の

視点が入ること

避難所運営の責任者

に男女がともに配置

され、避難所運営や

被災者対応に男女

両方の視点が入ること

避難所の設備

（男女別のトイレ、

更衣室、洗濯

干し場など）

災害時の救急医療

体制（乳幼児、

高齢者、障がい者、

妊産婦への

サポート体制）

公共施設の備蓄品

のニーズ把握、災害時

に支給する際の配慮

（生理用品など）

被災者に対する

相談体制
その他

・年代別にみると、全ての年代で「避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、洗濯干し場など）」の割合が６０%を

超えており、４０歳代で８３.８%となっています。また、若い年代ほど「公共施設の備蓄品のニーズ把握、災害時

に支給する際の配慮（生理用品など）」の割合が高い傾向にあり、１８・１９歳で５７.１%となっています。 
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49.9

43.4

51.7

57.0

55.2

25.6

3.6

1.8

2.0

48.7

39.4

49.5

50.0

51.6

22.8

3.4

3.9

4.9

0 20 40 60

女性

(n=507)

男性

(n=386)

検診や健康づくりに関する情報を提供する

年齢に応じた健康づくりのための機会を提供する

安心して出産できるよう周産期医療体制を充実する

女性特有の病気などに配慮した女性外来の情報を
提供する

悩みや不安を相談できる体制を充実する

生涯を通じて心身ともに健康で過ごすための
学習機会をつくる

その他

特にない

無回答

(MA%)

49.3

41.8

50.7

54.2

53.3

24.4

3.4

2.7

3.3

0 20 40 60

検診や健康づくりに関する情報を提供する

年齢に応じた健康づくりのための機会を提供する

安心して出産できるよう周産期医療体制を充実する

女性特有の病気などに配慮した女性外来の情報を
提供する

悩みや不安を相談できる体制を充実する

生涯を通じて心身ともに健康で過ごすための
学習機会をつくる

その他

特にない

無回答

(MA%)
全体(n=902)

問３６ 女性のこころとからだの健康を保つために池田市が行うべき取組 

問３６ 女性のこころとからだの健康を保つために、池田市はどのような取組をする必要があると思います

か。（〇はいくつでも） 

 

・女性のこころとからだの健康を保つために池田市が行うべき取組については、「女性特有の病気などに配慮し

た女性外来の情報を提供する」が５４.２%と最も高く、次いで「悩みや不安を相談できる体制を充実する」が５３.

３%、「安心して出産できるよう周産期医療体制を充実する」が５０.７%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「女性特有の病気などに配慮した女性外来の情報を提供する」の割合が７.０

ポイント高くなっています。 
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50.0

50.6

60.1

46.6

45.1

50.0

47.2

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

71.4

33.3

37.1

36.3

42.2

50.0

48.1

0 20 40 60 80

64.3

64.2

75.5

49.1

43.1

42.6

38.0

0 20 40 60 80

57.1

59.3

62.9

64.1

50.0

50.0

40.3

0 20 40 60 80
(%)

35.7

58.0

51.0

52.6

57.8

64.8

46.8

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

14.3

29.6

20.3

23.5

23.5

27.8

25.9

0 20 40 60 80

0.0

2.5

7.0

3.4

4.9

1.9

1.9

0 20 40 60 80

7.1

2.5

2.8

3.8

2.0

0.9

2.3

0 20 40 60 80
(%)

検診や健康づくりに

関する情報を提供する

年齢に応じた健康

づくりのための

機会を提供する

安心して出産できる

よう周産期医療体制

を充実する

女性特有の病気など

に配慮した女性外来

の情報を提供する

悩みや不安を相談で

きる体制を充実する

生涯を通じて心身とも

に健康で過ごすための

学習機会をつくる

その他 特にない

・年代別にみると、全ての年代で「女性特有の病気などに配慮した女性外来の情報を提供する」の割合が４０%

を超えており、４０歳代で６４.１%と高くなっています。また、概ね若い年代ほど「安心して出産できるよう周産期

医療体制を実現する」の割合が高い傾向にあり、３０歳代で７５.５%と高くなっています。 
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58.6

43.6

51.2

42.0

45.8

34.5

24.4

9.3

12.4

1.2

5.8

0.6

1.6

0 20 40 60 80

仕事、家事、育児、介護を配偶者・
パートナーと共同で担う

経済的に自立する

自分の身の回りのことができるよう
生活面で自立する

家庭における子どものしつけや教育は、
個性を尊重し、男女の分け隔てをしない

配偶者・パートナーとのコミュニケーション
を深めるために会話を増やす

自分の意思を相手に伝える技術を身につける

男女の人権、男女平等について理解を
深めるよう学習する

男女共同参画を周囲に働きかける

仕事に費やす時間を短くする

その他

特にない

すでに男女共同参画社会になっていると思うので、
現状のままでよい

無回答

(MA%)

全体(n=902)

問３７ 男女共同参画社会をつくるためにできることについて 

問３７ 男女ともに社会における責任を分かち合う「男女共同参画社会」をつくるために、あなた自身には何が

できると思いますか。（〇はいくつでも） 

 

・男女共同参画社会をつくるためにできることについては、「仕事、家事、育児、介護を配偶者・パートナーと共同

で担う」が５８.６%と最も高く、次いで「自分の身の回りのことができるよう生活面で自立する」が５１.２%、「配偶

者・パートナーとのコミュニケーションを深めるために会話を増やす」が４５.８%となっています。 
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57.2

47.7

50.9

47.3

43.0

37.5

25.2

8.7

9.5

1.2

5.1

0.6

1.4

60.6

38.3

51.3

35.2

49.2

29.8

23.6

10.4

16.1

1.3

6.7

0.5

1.6

0 20 40 60 80

女性

(n=507)

男性

(n=386)

仕事、家事、育児、介護を配偶者・
パートナーと共同で担う

経済的に自立する

自分の身の回りのことができるよう
生活面で自立する

家庭における子どものしつけや教育は、
個性を尊重し、男女の分け隔てをしない

配偶者・パートナーとのコミュニケーション
を深めるために会話を増やす

自分の意思を相手に伝える技術を身につける

男女の人権、男女平等について理解を
深めるよう学習する

男女共同参画を周囲に働きかける

仕事に費やす時間を短くする

その他

特にない

すでに男女共同参画社会になっていると思うので、
現状のままでよい

無回答

(MA%)

・性別にみると、女性は男性よりも「家庭における子どものしつけや教育は、個性を尊重し、男女の分け隔てをし

ない」の割合が１２.１ポイント高く、男性は女性よりも「仕事に費やす時間を短くする」の割合が６.６ポイント高くな

っています。 
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64.3

66.7

69.2

66.7

59.8

54.6

41.2

0 20 40 60 80

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

50.0

60.5

55.2

50.0

40.2

28.7

31.0

0 20 40 60 80

71.4

56.8

49.7

42.7

45.1

50.9

61.6

0 20 40 60 80

57.1

53.1

60.8

44.9

42.2

25.0

30.1

0 20 40 60 80
(MA%)

28.6

48.1

51.7

48.3

47.1

42.6

40.3

0 20 40 60 80

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

50.0

51.9

44.8

35.0

33.3

24.1

25.0

0 20 40 60 80

21.4

29.6

28.7

21.4

22.5

25.9

23.1

0 20 40 60 80

0.0

11.1

8.4

8.5

8.8

12.0

9.7

0 20 40 60 80
(MA%)

14.3

18.5

17.5

13.7

14.7

12.0

4.6

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

0.0

0.0

0.7

1.7

2.9

0.9

0.9

0 20 40 60 80

7.1

6.2

2.8

2.1

5.9

9.3

9.7

0 20 40 60 80

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.9

0.9

0 20 40 60 80
(MA%)

仕事、家事、育児、

介護を配偶者・

パートナーと

共同で担う

経済的に自立する

自分の身の回りの

ことができるよう

生活面で自立する

家庭における子ども

のしつけや教育は、

個性を尊重し、男女

の分け隔てをしない

配偶者・パートナーとの

コミュニケーションを深

めるために会話を増やす

自分の意思を相手

に伝える技術

を身につける

男女の人権、

男女平等について

理解を深めるよう

学習する

男女共同参画を

周囲に働きかける

仕事に費やす時間を

短くする
その他 特にない

すでに男女共同参画

社会になっている

と思うので、

現状のままでよい

・年代別にみると、全ての年代で「仕事、家事、育児、介護を配偶者・パートナーと共同で担う」と「自分の身の回

りのことができるよう生活面で自立する」の割合が４０%を超えています。また、概ね若い年代ほど「自分の意思

を相手に伝える技術を身につける」の割合が高い傾向にあり、２０歳代で５１.９%と高くなっています。 
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58.6

43.6

51.2

42.0

45.8

34.5

24.4

9.3

12.4

1.2

5.8

0.6

1.6

54.8

32.0

50.6

42.3

48.7

34.1

18.3

6.3

10.4

2.1

6.4

0.9

4.2

0 20 40 60 80

今回調査

(n=902)

前回調査

(n=672)

仕事、家事、育児、介護を配偶者・
パートナーと共同で担う

経済的に自立する

自分の身の回りのことができるよう
生活面で自立する

家庭における子どものしつけや
教育は、個性を尊重し、男女の

配偶者・パートナーとのコミュニケーション
を深めるために会話を増やす

自分の意思を相手に伝える技術を身につける

男女の人権、男女平等について理解を
深めるよう学習する

男女共同参画を周囲に働きかける

仕事に費やす時間を短くする

その他

特にない

すでに男女共同参画社会になっていると思うので、
現状のままでよい

無回答

(MA%)

  前回調査との比較 

・前回調査と比べると、今回調査は「経済的に自立する」の割合が１１.６ポイント、「男女の人権、男女平等につい

て理解を深めるよう学習する」の割合が６.１ポイント高くなっています。 
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1.9

1.3

1.9

0.2

3.2

0.4

0.3

0.1

1.6

0.1

85.9

6.0

0 20 40 60 80 100

ダイバーシティセンター

人権文化交流センター

大阪府立男女共同参画・青少年センター
（ドーンセンター）

大阪府女性相談センター

大阪府池田子ども家庭センター

大阪府こころの健康総合センター

ストーカー１１０番（大阪府警本部）

性犯罪被害者相談（ウーマンライン）

民間の支援機関

その他

いずれも利用したことがない

無回答

(MA%)
全体(n=902)

問３８ 行政機関や支援機関を利用した経験の有無について 

問３８ あなたは、下記の行政機関や支援機関を利用したことがありますか。（〇はいくつでも） 

 

・行政機関や支援機関を利用した経験の有無については、「いずれも利用したことがない」が８５.9%と最も高く、

次いで「大阪府池田子ども家庭センター」が３.２%となっています。 
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2.4

1.4

2.4

0.2

3.4

0.6

0.2

0.0

1.6

0.2

85.4

4.7

1.3

1.3

1.3

0.3

3.1

0.3

0.5

0.3

1.6

0.0

86.5

7.5

0 20 40 60 80 100

女性

(n=507)

男性

(n=386)

ダイバーシティセンター

人権文化交流センター

大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）

大阪府女性相談センター

大阪府池田子ども家庭センター

大阪府こころの健康総合センター

ストーカー１１０番（大阪府警本部）

性犯罪被害者相談（ウーマンライン）

民間の支援機関

その他

いずれも利用したことがない

無回答

(MA%)

・性別による大きな差はありません。 
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7.1

1.2

0.7

3.4

0.0

4.6

0.5

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上

(n=216)

7.1

1.2

0.7

1.3

1.0

1.9

1.4

0 20 40 60 80 100

0.0

1.2

0.7

2.1

2.9

2.8

1.9

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

4.9

2.1

3.8

8.8

1.9

0.9

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上

(n=216)

0.0

0.0

0.7

0.4

0.0

0.9

0.5

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.9

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

0.0

1.4

1.7

2.0

2.8

1.4

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

85.7

91.4

88.8

84.2

86.3

86.1

83.8

0 20 40 60 80 100
(MA%)

ダイバーシティ

センター

人権文化交流

センター

大阪府立男女共同参画・

青少年センター

（ドーンセンター）
大阪府女性相談

センター

大阪府池田子ども

家庭センター

大阪府こころの

健康総合センター

ストーカー１１０番

（大阪府警本部）

性犯罪被害者相談

（ウーマンライン）

民間の支援機関 その他
いずれも利用

したことがない

・年代別にみると、全ての年代で「いずれも利用したことがない」の割合が８０%を超えており、２０歳代で９１.４%

となっています。 

 

  


